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情動喚起的内容を含む説明的文章の読解における
「想念の侵入」について

○舛田弘子（札幌学院大学） 工藤与志文（東北大学）
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問題と目的

説明的文章から学習する際においては，文章の記述

を正確に理解することが重要な目標となる。これに関連

し，舛田・工藤（ ，前研究とする）は，本来持ち込

まれるべきではない，当該の文章から触発された想念

（解釈・感想・意見・連想など）の，読解表象の形成過

程における「侵入」を，説明的文章の読解における問題

点の１つとして指摘している。またこの「想念の侵入」

には，文章の構成（文章頭・文章末）に着目して積極的

に情報を得ようとする読解方略が影響を及ぼしている可

能性も示された。更に読解内容の分析から，文章の記述

が情動喚起的なものである場合に，想念の侵入が起こる

可能性が高いことが推測された。そこで目的１として，

文章構成及び情動喚起的内容の要因が想念の侵入に及ぼ

す影響について検証を試みる。ところで従来舛田らが用

いてきた説明的文章は，主旨が比較的読み取りやすい新

聞記事であった。しかし日常的に我々が触れる説明的文

章には，ルポルタージュのように複数の関連する内容が

並置され，主旨が明確ではないものも多い。そのような

説明的文章において読解がどのような影響を受けるのか

については，十分に検討がされてきていない。従って目

的２として，このような文章における読解表象につい

て，探索的に検討を行うこととする。

方 法

材料文 英 による 上の報道記事「

（ ）」を筆者のひとりが抄訳した 字の

文章で， 段落 以下 によって構成されている。それ

ぞれの内容は以下の通り。 等についての我々の

考え方を問う， ～ メキシコで「フェイクニュース」

が で拡散されたことが原因で生じた冤罪暴行殺人事

件の顛末， このような事件は稀ではなく諸外国で起

こっている， この暴動への の影響に関するメキ

シコ有識者の見解 つ， 街の人々はみな当該の暴動

への関与を否定したという事実， 遺族の「情報を確

認して欲しかった」との訴え。この文章は主旨や主張は

明確ではなく， での問いに関連した事例やコメント

などが並列的に提示されるといった構成であり，同時に

冤罪による暴行殺人という情動喚起的な内容である。な

お，上記は条件 （情動喚起的文章末）の配列であり，

条件 （分析的文章末）では と が入れ替わる。

質問紙の構成 重要個所と気になる箇所の把握 文章

を理解する上で重要だと感じる箇所と，個人的に気にな

る箇所を区別して抽出させた。 文章全体の読解表象の

把握 「文章が全体として説明・解説・知らせようとし

ている事」を自由に記述させた。教材文の文章末の違い

以外は全て同じ構成・内容である。

研究参加者と実施の手続き 研究参加者（ ）は文系の

私立大学生 名で， 年 月，心理学概論の講義時

間中に実施した。上述の質問紙をランダムに配布し，自

分のペースで読み進め，回答してもらった。

結果と考察

名全員が分析の対象となった（ 群 名， 群

名）。 の読解表象について，研究者 名が独立に侵入

の有無を判定，不一致部分を合議により決定した（一致

率 ）。侵入ありは 名（ ）となり，前研究

（ ）と比べて明確な差は認められなかった。ここか

ら，情動喚起的内容の要因は侵入に促進的な影響を持た

なかったと言える。一方で の内容は，それが文章末に

ある 群（ 名）の方が， 群（ 名）よりも有意に多

く読解表象に取り入れていた（χ ）。こ

こから，文章の構成が読解表象に影響を及ぼす可能性が

改めて示された。更に，本材料文は主旨が明確でないに

も関わらず，読解表象のバリエーションが少なかった。

適切な読解とされたものは，大多数が の有識者の見

解「我々は の真偽や信頼性を見分けねばならない」

を引用・言い換えたものであった。 にとってなじみ深

く理解しやすい言説であるため，それに基づいて読解表

象を作りやすく，結果として読解表象が収斂したと考え

られる。同様に，侵入した内容カテゴリー数についても，

前研究の に対して と少なかった。内容中で最多だっ

たのは「心理状態」に関するものであり（延べ 名，

），「集団になると人は思わぬことを引き起こす」な

どの群集心理や，「他人の発言に流されてはならない」な

どの個人の心理に関するもの等であった。これについて

は，心理学の講義中の読解という状況的枠組みに影響さ

れて， の読解表象の多様化が抑制された可能性がある。

これらを踏まえて，「読解表象の作りやすさ」の点からも，

今後結果を検討していく必要がある。
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問題と目的

本研究では，保育科学生の協同作業認識とエン

ゲージメントが，マイクロティーチング（

以下 ）による保育技術の習得を通

して保育者の力量にどのような影響を及ぼすのか，

そのプロセスを明らかにする。

方 法

．対象者及び手続き

埼玉県内の 年制 大学 学年の保育者志望学

生（有効回答 名，欠損率 ％； クラス構成，

クラス約 名）を対象。 年 月から翌年

月にかけて，保育心理学（演習）のアクティブ

ラーニングとして コマ（ コマ 分）を使用し，

学生が子ども役となる簡易型 を実施した。

クラス別に 班に分け， つの班の 人程度が

幼児役となり つに分かれて，他の つの班の教

師役の学生から指導を受ける。訓練手続きは，（ ）

各班で指導案と教材作り，（ ）各班で模擬保育の

練習，（ ）指導実践，（ ）前回の反省を生かして

再度指導実践，（ ）班別反省会，（ ）学習成果の

公表と教員の総評，である。訓練終了の 週間後，

学生にアンケート用紙を配布し記入を求めた。

．調査内容

協働作業認識は長濱ら（ ）の 下位尺度（協

同効用，個人志向，互恵懸念）の 項目。エンゲ

ージメントは梅本ら（ ）の感情的エンゲージ

メントの 項目と，梅本・田中（ ）の行動的

エンゲージメントの 項目。保育技術は金子（ ）

より＜保育技術・態度＞は保育内容の理解度，充

実度，手順，言葉かけ，指導の修正，注意の集中，

発言の取り上げ方，主体的活動の尊重など 項

目，＜環境配置＞は人的環境の配置，教材・教具

の準備など４項目。保育者の力量は，金子（ ）

の 分類（態度 技能 技能向上 協働的関係

連携 視野の拡大）の 項目。評定はすべて 段

階評定。

結果と考察

各変数の因子分析

因子分析 残差最小法・プロマックス回転 を行

ったところ，協同作業認識尺度は「協同効用」と

「個人志向・互恵懸念」の２因子，エンゲージメ

ント尺度は，「行動的エンゲージメント」と「感情

的エンゲージメント」の２因子。保育技術尺度と

保育者の力量尺度は各々１因子が得られた。

力量形成プロセスの検討

構造方程式モデリング 最尤法 により， によ

る学生の力量形成プロセスに関するモデルを検討

した。最終的に得られたモデルは であ

り，十分な適合度が得られた χ （ ） ，

， ， ， 。

のエンゲージメントについて，協同効用が行

動的と感情的のエンゲージメントを，感情的エン

ゲージメントが行動的エンゲージメントを促進す

ることが示された。次に，保育技術について，行

動的エンゲージメントが保育技術を促進するが，

個人志向・互恵懸念が阻害することが示された。

また，保育者の力量について，協同効用と保育技

術が保育者の力量形成を促進することが示された。

さらに，協働作業認識とエンゲージメントが保

育技術を媒介して保育者の力量に及ぼす間接効果

をデルタ法に推定した。その結果，協同効用と行

動的エンゲージメント，感情的エンゲージメント

が正の間接効果を与えるが β β β

，個人志向・互恵懸念が負の間接

効果を与えることが示された β 。

協同効用がもたらすポジティブな影響力は，協

同学習という授業形態に根ざした の実施方法

を反映していると考える。

協同作業認識が保育者の力量に影響を与えるプロセス
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